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2025-1 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

  

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

同
一
の
被
写
体
で
も
見
せ
方
次
第
で
距
離
感
が
異
な
る
と
い
う
事
実
は
、
同
様
に
、
過
去
の
出
来
事
へ
の
理
解 

 
 

Ｃ 

も 

容
易
に
変
わ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
： 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
同
一
の
被
写
体
で
も
見
せ
方
次
第
で
距
離
感
が
異
な
る
と
い
う
事
実
は
」
：
３
点 

 
 

・
傍
線
部
直
前
の
「
こ
の
場
合
に
そ
の
こ
と
は
」
の
説
明
に
当
た
る
要
素
。 

 

・
１
段
落
～
２
段
落
の
具
体
的
な
記
述
を
要
約
的
に
ま
と
め
た
箇
所
。 

 

・
「
視
覚
が
容
易
に
欺
か
れ
る
こ
と
は
」
な
ど
、
「
こ
の
場
合
」
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
、
△
１
点
。 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
同
様
に
、
過
去
の
出
来
事
へ
の
理
解
も
」
：
２
点 

 

・
傍
線
部
の
「
歴
史
認
識
の
遠
近
法
も
」
の
説
明
に
当
た
る
要
素
。 

 

・
「
歴
史
認
識
の
遠
近
法
」
は
「
過
去
の
出
来
事
へ
の
意
味
付
け
」
「
過
去
の
出
来
事
の
捉
え
方
」
な
ど
で

も
可
。
ま
た
「
歴
史
認
識
」
と
い
う
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
解
答
も
許
容
す
る
が
、
「
遠
近
法
」
（
何

に
価
値
を
置
き
、
何
を
軽
視
す
る
か
と
い
う
こ
と
）
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
「
理
解
」
「
意
味
付
け
」
「
捉

え
方
」
な
ど
）
が
出
て
い
な
い
解
答
は
、
△
１
点
。 

 

・
「
同
様
に
」
は
、
傍
線
部
の
助
詞
「
も
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
調
し
た
も
の
。
「
同
様
に
」
と
同
義
の
言

葉
を
用
い
て
い
な
く
て
も
助
詞
「
も
」
で
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
出
し
て
い
れ
ば
減
点
な
し
。
「
も
」
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
出
て
い
な
い
場
合
、
△
１
点
。 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 
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■
要
素
Ｃ
「
容
易
に
変
わ
り
得
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
：
３
点 

 
・
傍
線
部
の
「
た
や
す
く
歪
め
ら
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
」
の
説
明
に
当
た
る
要
素
。 

① 
傍
線
部
の
「
歪
め
ら
れ
る
こ
と
を
」
の
言
い
換
え
（
「
変
わ
り
得
る
こ
と
を
」
な
ど
）
。
言
い
換
え
て

い
な
い
場
合
は×

。 

② 
傍
線
部
の
「
暗
示
し
て
い
る
」
の
言
い
換
え
（
「
示
唆
し
て
い
る
」
な
ど
）
。
「
意
味
し
て
い
る
」

「
示
し
て
い
る
」
「
連
想
さ
せ
る
」
な
ど
、
「
暗
示
」
の
意
味
合
い
が
解
答
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、×

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
「
暗
示
し
て
い
る
」
を
言
い
換
え
て
い
な
い
場
合
も
加
点
な
し
。 

①
②
あ
わ
せ
て
３
点
。
（
①
②
の
部
分
点
は
認
め
な
い
） 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

右
の
①
②
あ
わ
せ
て
３
点
と
れ
て
い
る
場
合
の
み 

③ 

傍
線
部
の
「
た
や
す
く
」
の
言
い
換
え
（
「
容
易
に
」
な
ど
）
が
な
い
、
間
違
っ
て
い
る
場
合
①
②
か

ら
減
点
１
点
。 

 

■
要
素
Ⅾ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

 
 

   
 



第１問―問２ 
 

1

 
問
二 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

死
を
象
徴
す
る
強
制
収
容
所
の
左
右
相
称
的
な
空
間
を
意
図
的
に
圧
縮
し
、
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
の
枠
組
み
の
中 

 
 

Ｃ 

に
、
観
光
客
た
ち
の
行
為
を
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
死
を
象
徴
す
る
強
制
収
容
所
の
左
右
相
称
的
な
空
間
を
意
図
的
に
圧
縮
し
」
：
４
点 

 

・
傍
線
部
の
「
こ
の
「
死
」
の
な
か
に
」
の
説
明
①
。 

 

①
「
死
を
象
徴
す
る
」
（
４
段
落
「
強
制
収
容
所
と
い
う
殺
戮
と
死
の
空
間
」
）
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入

っ
て
い
る
こ
と
。 

 

②
「
強
制
収
容
所
」
（
傍
線
部
の
「
こ
の
「
死
」
」
＝
「
完
全
な
シ
ン
メ
ト
リ
ー
」
＝
「
強
制
収
容
所
」
）

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
。 

①
②
あ
わ
せ
て
２
点
（
①
②
の
部
分
点
は
認
め
な
い
） 

 

右
の
①
②
が
得
点
で
き
て
い
る
場
合
の
み 

 

③
「
左
右
相
称
」
／
「
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
」
／
「
シ
ン
メ
ト
リ
ー
」
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と
。 

 

④
「
空
間
の
／
奥
行
き
の
圧
縮
」
（
６
段
落
）
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
入
っ
て
い
る
こ
と
。 

③
④
が
で
き
て
２
点
（
③
④
の
部
分
点
は
認
め
な
い
） 

 

■
要
素
Ｂ
「
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
の
枠
組
み
の
中
に
」
：
２
点 

 

・
傍
線
部
の
「
こ
の
「
死
」
の
な
か
に
」
の
説
明
②
。 

 

・
６
段
落
の
「
ロ
ズ
ニ
ツ
ァ
は
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
で
奥
行
き
を
縮
め
て
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
」
、
「
環
境
客
の
群
れ
は
そ
の
圧
縮
さ
れ
た
空
間
の
な
か
に
密
集
す
る
こ
と
に
な
る
。
強
い
閉
塞
感
が

そ
こ
に
生
ま
れ
る
。
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 

・
「
閉
塞
し
た
空
間
の
中
に
」
／
「
圧
縮
さ
れ
た
構
図
の
中
に
」
な
ど
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と

判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
観
光
客
た
ち
の
行
為
を
捉
え
て
い
る
」
：
２
点 

 

・
傍
線
部
の
「
観
光
客
た
ち
を
囲
繞
す
る
」
の
説
明
と
な
る
要
素
。 

 

・
６
段
落
の
「
そ
の
薄
く
平
面
的
な
層
の
な
か
を
観
光
客
た
ち
は
さ
ま
よ
う
」
、
７
段
落
の
「
強
制
収
容
所

跡
地
に
お
け
る
観
光
客
た
ち
の
生
態
を
ひ
た
す
ら
観
察
し
て
忠
実
に
記
録
し
た
か
の
よ
う
な
映
画
」
に
対

応
す
る
。 

 

・
「
囲
繞
す
る
」
を
単
に
「
囲
い
込
む
」
な
ど
と
し
て
い
る
場
合
、
加
点
な
し
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ⅾ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 
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問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

観
光
客
の
傍
若
無
人
な
行
為
を
、
皮
相
な
倫
理
的
批
評
を
超
え
、
犠
牲
者
た
ち
と
共
通
す
る
強
制
さ
れ
た
非
人

間
的
な
身
振
り
と
し
て
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
観
光
客
の
傍
若
無
人
な
行
為
を
」
：
２
点 

 
 
 

・
傍
線
部
の
「
そ
れ
ら
の
身
振
り
を
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 
 

・
８
段
落
の
「
ガ
イ
ド
が
収
容
所
に
お
け
る
飢
餓
状
態
を
語
っ
た
場
面
に
続
け
て
、
立
っ
た
ま
ま
昼
食
を

頬
張
っ
て
い
る
男
性
を
映
す
、
ほ
と
ん
ど
監
督
の
悪
意
す
ら
感
じ
さ
せ
る
映
像
で
、
近
寄
っ
て
く
る
蜂

か
何
か
を
追
い
払
お
う
と
し
て
幾
度
も
身
を
よ
じ
ら
せ
る
そ
の
男
性
の
身
振
り
」
、
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

の
現
場
で
自
撮
り
を
行
な
っ
た
り
、
処
刑
用
の
杭く

い

に
吊つ

る
さ
れ
た
囚
人
を
真
似
た
姿
を
写
真
に
撮
っ
た

り
す
る
」
、
ま
た
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
描
写
を
ま
と
め
た
９
段
落
の
「
ラ
フ
な
普
段
着
で
収
容
所
跡
地

を
歩
く
観
光
客
は
、…

…

現
代
社
会
の
放
埓
な
「
生
」
を
代
表
す
る
存
在
の
よ
う
に
見
え
る
」
に
対
応

す
る
。 

・
「
（
収
容
所
に
お
け
る
）
観
光
客
の
自
由
放
埓
で
適
切
で
な
い
行
為
」
と
い
っ
た
方
向
で
ま
と
め
て
い

れ
ば
加
点
す
る
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
皮
相
な
倫
理
的
批
評
を
超
え
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
直
前
の
「
そ
の
よ
う
な―

正
当
で
は
あ
る
が
や
や
皮
相
な―

批
判
意
識
や
批
評
性
を
超
え
」

に
対
応
す
る
要
素
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
犠
牲
者
た
ち
と
共
通
す
る
強
制
さ
れ
た
非
人
間
的
な
身
振
り
と
し
て
表
現
し
て
い
る
」
：
４
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
ど
こ
か
無
気
味
な
も
の
に
異
化
し
て
い
る
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 
 

・
１
０
段
落
の
「
観
光
客
た
ち
の
機
械
的
な
身
振
り
は
、
こ
の
地
で
虐
待
や
殺
戮
の
犠
牲
と
な
っ
た
囚
人

た
ち
と
は
異
な
る
意
味
で
、
し
か
し
同
様
に
、
何
か
に
「
囚
わ
れ
た
」
、
強
制
的
な
「
労
働

（ARBEIT

）
」
な
の
で
は
な
い
か
」
に
対
応
す
る
。 

 
 

・
〈
（
観
光
客
の
行
為
が
）
犠
牲
者
た
ち
と
共
通
す
る
身
振
り
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
〉
と
い
う
要
素

（
「
異
化
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
）
が
な
い
場
合
、
△
２
点
。 

 

 
 

・
観
光
客
と
犠
牲
者
た
ち
の
共
通
点
が
〈
強
制
さ
れ
た
非
人
間
的
な
身
振
り
〉
で
あ
る
と
い
う
要
素

（
「
無
気
味
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
）
が
な
い
場
合
、
△
２
点
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ⅾ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

  



第１問―問４ 
 

1

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
字
数
が
一
〇
〇
字
に
満
た
な
い
場
合
、
加
点
な
し
。 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

映
画
は
、
死
を
象
徴
す
る
強
制
収
容
所
の
左
右
相
称
的
な
空
間
に
観
光
客
を
映
し
出
し
、
彼
ら
の
身
振
り
が
自 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

由
に
見
え
な
が
ら
受
動
的
で
非
人
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
犠
牲
者
た
ち
と
通
じ
合
う
面
が
あ
る
と
示
唆
す
る
こ 

 
 
 

Ｄ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

と
で
、
表
象
不
可
能
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
現
代
人
に
想
像
さ
せ
る
、
意
欲
的
な
試
み
だ
か
ら
。
（
一
二
〇
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
要
素
Ａ
「
映
画
は
、
死
を
象
徴
す
る
強
制
収
容
所
の
左
右
相
称
的
な
空
間
に
観
光
客
を
映
し
出
し
」
：
３
点 

 
 

・
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
、
い
か
に
し
て
「
表
象
不
可
能
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
を
表
現
し
た
か

を
説
明
す
る
要
素
①
。 

 
 

・
傍
線
部
に
主
語
（
「
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
」
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
解
答
中
に
主
語

は
な
く
て
も
よ
い
（
も
ち
ろ
ん
あ
っ
て
も
よ
い
）
。 

 
 

・
ⓐ
（
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
）
強
制
収
容
所
（
の
跡
地
）
に
い
る
観
光
客
を
映
し
出
し
て
い

る
こ
と
へ
の
言
及…

…

１
点
加
点
。 

 
 

・
ⓑ
強
制
収
容
所
が
「
死
を
象
徴
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
へ
の
言
及…

…

１
点
加
点
。 

 
 

・
ⓒ
強
制
収
容
所
が
「
左
右
相
称
的
な
空
間
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
言
及…

…

１
点
加
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
彼
ら
の
身
振
り
が
自
由
に
見
え
な
が
ら
受
動
的
で
非
人
間
的
な
も
の
で
あ
り
」
：
３
点 

 
 

・
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
、
い
か
に
し
て
「
表
象
不
可
能
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
を
表
現
し
た
か

を
説
明
す
る
要
素
②
。 

 
 

・
観
光
客
の
身
振
り
、
行
動
が
自
由
で
放
埓
な
も
の
に
見
え
る
こ
と
（
９
段
落
の
「
ラ
フ
な
普
段
着
で
収

容
所
跡
地
を
歩
く
観
光
客
は
、…

…

現
代
社
会
の
放
埓
な
「
生
」
を
代
表
す
る
存
在
の
よ
う
に
見
え

る
」
）
へ
の
言
及…

…

１
点
加
点
。 

 
 

・
観
光
客
の
身
振
り
、
行
動
が
受
動
的
、
機
械
的
で
非
人
間
的
な
も
の
、
囚
わ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
（
９
～
１
０
段
落
）
へ
の
言
及…

…

２
点
加
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
犠
牲
者
た
ち
と
通
じ
合
う
面
が
あ
る
と
示
唆
す
る
こ
と
で
」
」
：
３
点 

・
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
、
い
か
に
し
て
「
表
象
不
可
能
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
を
表
現
し
た
か

を
説
明
す
る
要
素
③
。 

・
一
見
対
照
的
に
見
え
る
、
強
制
収
容
所
の
犠
牲
者
た
ち
と
、
そ
こ
を
訪
れ
る
現
代
の
観
光
客
と
の
あ
い

だ
に
共
通
点
が
見
出
せ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
れ
ば
、
表
現
の
差
異
は
問
わ
ず
加
点
し
て
よ
い
。 

 

 
 



第１問―問４ 
 

2

■
要
素
Ｄ
「
表
象
不
可
能
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
現
代
人
に
想
像
さ
せ
る
」
：
２
点 

 
 

・
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
、
な
ぜ
「
ま
ぎ
れ
も
な
い
『
映
画
』
の
実
験
で
あ
っ
た
」
と
言
え
る

理
由
を
説
明
す
る
要
素
①
。 

 
 

・
傍
線
部
直
前
の
「
と
も
す
れ
ば
「
表
象
不
可
能
」
と
語
ら
れ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
主
題
と
し
な
が
ら
、

そ
れ
（
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
）
を
現
在
時
の
映
像
に
よ
っ
て
表
現
す
る
」
と
い
う
文
言
を
そ
の
ま
ま
用
い
て

も
よ
い
。
た
だ
し
、
「
そ
れ
」
と
い
う
指
示
語
の
指
示
内
容
が
不
明
確
な
場
合
、
ま
た
指
示
語
の
指
示

内
容
が
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
で
は
な
い
場
合
、
加
点
な
し
。 

 
 

▲
「
表
象
不
可
能
な
」
と
い
う
説
明
が
な
い
場
合
、
▲
減
点
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
意
欲
的
な
試
み
」
：
２
点 

 
 

 
 

・
映
画
『
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
』
が
、
な
ぜ
「
ま
ぎ
れ
も
な
い
『
映
画
』
の
実
験
で
あ
っ
た
」
と
言

え
る
理
由
を
説
明
す
る
要
素
②
。 

 
 

 
 

・
「
意
欲
的
な
試
み
だ
か
ら
」
「
映
画
の
可
能
性
を
拡
げ
る
も
の
だ
か
ら
」
「
新
た
な
可
能
性
を
探

求
す
る
試
み
だ
か
ら
」
な
ど
の
【
実
験
と
言
え
る
理
由
】
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
、
加
点
な
し
。 

  

■
要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
、
「…

…
た
め
。
」
、
「…

…

の
で
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不

適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



第１問―問５ 
 

1

問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

  

ａ 
均
整
／
均
斉 

ｂ 

片
言 

ｃ 

皮
相 

  



 
（
一
） 
文
科
ア
・
理
科
ア 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
０
ペ
ー
ジ
、
２
行
目
の
傍
線
部 

文
科
ア
・
理
科
ア 

を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現 

→
 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
２

理
こ
と
わ
り

の
当
た
る
と
こ
ろ
を
Ｂ
１
具

つ
ぶ
さ

に
申
し
立
て
て
、 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
２
道
理
に
か
な
っ
た
と
こ
ろ
を
Ｂ
１
詳
し
く
申
し
立
て
て
、 

 
 

 

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■ 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
道
理
に
か
な
っ
た
と
こ
ろ
を 

 

◇
「
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
・
理
屈
が
通
っ
て
い
る
を
」
の
意
、
も
し
く
は
「
道
理
を
・
理
屈
を
」
の
意
が
読
み
取
れ 

 
 
 

な
け
れ
ば
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
道
理
」
同
意
例 

 
 

○ 

理
屈
・
筋
道 

 
 

な
ど 

 
 

※
「
か
な
っ
た
」
同
意
例 

○ 

通
っ
た
・
合
っ
た
・
正
し
い
・
沿
っ
た 

な
ど 

 
 

※
「
と
こ
ろ
」
同
意
例 

 

○ 

こ
と
・
部
分
・
点 

 
 
 
 

な
ど 

  
 

※
「
か
な
っ
た
と
こ
ろ
を
」
に
相
当
す
る
表
現
が
な
く
「
道
理
を
・
理
屈
を
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】 

 
 

※
右
の
場
合
「
も
っ
と
も
な
・
妥
当
な
」
な
ど
「
道
理
・
理
屈
」
に
係
る
修
飾
語
の
有
無
は
不
問
。 

  
 

※
「
在
地
の
荘
官
（
荘
園
の
管
理
人
・
地
下
の
公
文
・
荘
官
・
管
理
人
・
公
文
）
の
言
い
分
の
う
ち
（
言
葉
の
中
で
）
」 

 
 
 

な
ど
の
説
明
の
有
無
は
不
問
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
詳
し
く
申
し
立
て
て
、 

 

◇
「
詳
し
く
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
詳
し
く
」
同
意
例 

○ 

こ
ま
か
く
・
詳
細
に
・
並
べ
上
げ
て
・
具
体
的
に 

 

◇
「
申
し
立
て
て
・
言
い
立
て
て
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
申
し
立
て
て
」
同
意
例 

○ 

言
っ
て･

申
し
て･

申
し
上
げ
て
・
言
い
立
て
て
・
主
張
し
て
・
申
告
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
取
り
立
て
て
言
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

   



 
（
一
） 

文
科
ウ
・
理
科
イ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
０
ペ
ー
ジ
、
８
行
目
の
傍
線
部 

文
科
ウ
・
理
科
イ 

を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現 

→
 

要
素
Ｃ
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
２
さ
て
も
あ
れ
か
し
と
て
Ｂ
１
行
き
過
ぐ
べ
か
り
し
が
、 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
２
し
か
た
が
な
い
と
思
っ
て
Ｂ
１
通
り
過
ぎ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
が
、 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
し
ょ
う
が
な
い
か
と
思
っ
て 

 

◇
「
し
か
た
が
な
い
・
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
し
か
た
が
な
い
」 

 

同
意
例 

○
し
よ
う
が
な
い
・
そ
う
で
あ
っ
て
も
よ
い
・
な
す
が
ま
ま
よ
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
あ
よ
い
・
少
額
だ
か
ら
よ
い
・
小
銭
だ
か
ら
構
わ
な
い 

な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

×

少
額
だ
・
小
銭
だ
（
「
よ
い
・
し
か
た
な
い
」
の
意
が
な
い
） 

 
 

※
「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
」
同
意
例 

○
（
川
に
）
銭
を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
・
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△
【
１
点
】
そ
の
よ
う
で
あ
れ 

 
 

※
接
続
詞
と
し
て
の
「
そ
う
は
言
っ
て
も
・
そ
れ
に
し
て
も
」
に
相
当
す
る
訳
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
通
り
過
ぎ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
が
、 

 

◇
「
通
り
過
ぎ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
が
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
通
り
過
ぎ
る
」
同
意
例 

○
行
き
過
ぎ
る
・
通
り
抜
け
る
・
通
る 

 
 

※
「
の
が
ふ
つ
う
」
同
意
例 

○
は
ず
・
べ
き
・
の
が
よ
い
・
で
き
る
・
も
の 

 
 

※
文
末
が
逆
接
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

        



 
（
一
） 

文
科
カ
・
理
科
エ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 

１
１
ペ
ー
ジ
、
４
行
目
の
傍
線
部 

文
科
カ
・
理
科
エ 

を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現 

→
 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
さ
て
は
一
所
を
も
Ｂ
２
え
こ
そ
賜

た
ま
は

り
候
ふ
ま
じ
け
れ
。 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
そ
れ
で
は
一
箇
所
も
Ｂ
２
い
た
だ
く
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
そ
れ
で
は
一
箇
所
も 

 

◇
「
そ
れ
で
は
一
箇
所
も
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
そ
れ
で
は
」
同
意
例 

○
そ
れ
な
ら
ば
・
な
ら
ば
・
そ
う
い
う
こ
と
な
ら 
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

×

そ
う
か
と
言
っ
て
・
そ
う
は
言
っ
て
も 

な
ど
の
逆
接
表
現 

 
 

※
「
一
箇
所
も
」
同
意
例 

○
一
箇
（
ヶ
・
か
・
カ
）
所
も
・
一
つ
も
・
一
領
地
も
・
一
つ
の
荘
園 

な
ど 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
い
た
だ
く
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。 

 

◇
「
い
た
だ
く
わ
け
に
い
か
な
い
・
い
た
だ
け
な
い
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
い
た
だ
く
わ
け
に
い
か
な
い
」 

 
 
 
 
 

同
意
例 

○
い
た
だ
け
な
い
・
い
た
だ
き
か
ね
る
・
い
た
だ
く
わ
け
に
い
く
ま
い
・
頂
戴
す
る
わ
け
に
は
い
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い 

な
ど 

 
 

※ 

謙
譲
の
訳
（
＝
い
た
だ
く
・
頂
戴
す
る
）
が
な
い
「
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
・
も
ら
え
な
い
」
な
ど
や
、 

 
 
 

「
賜
る
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
「
賜
る
わ
け
に
行
か
な
い
」
な
ど
は
【
１
点
】。 

 
 

※
「
ま
い
り
ま
す
・
ま
す
」
な
ど
の
敬
語
の
有
無
は
不
問
。 

          



 
文
科
（
二
）・［
文
科
の
み
］ 

  

傍
線
部
イ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 

 
 

１
０
ペ
ー
ジ
、
５
行
目
の
傍
線
部
イ
「
上
の
御
悪

名

あ
く
み
や
う

を
申
し
留 と

ど

め
ぬ
れ
ば
、
相
模
殿
こ
そ

悦
よ
ろ
こ

び
を
ば
し
給 た

ま

ふ
べ
け
れ 

 

（
＝
お
上
［
＝
相
模
守
］
の
御
悪
評
を
申
し
留
め
た
の
だ
か
ら
、
相
模
守
殿
こ
そ
私
に
礼
を
な
さ
る
べ
き
だ
）」
に
つ
い 

 

て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か
、
理
由
を
説
明
す
る
問
題
。 

  

■
・
文
末
表
現 

「
こ
と
」
が
望
ま
し
い
が
、
内
容
説
明
と
し
て
成
立
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
文
末
表
現
で
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

よ
し
と
す
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

解
答
の
根
拠 

 
 

Ａ
２
上
の
御
悪

名

あ
く
み
や
う

を
申
し
留 と

ど

め
ぬ
れ
ば
、
Ｂ
３
相
模
殿
こ
そ

悦
よ
ろ
こ

び
を
ば
し
給 た

ま

ふ
べ
け
れ 

 

（
＝
Ａ
２
お
上
［
＝
相
模
守
］
の
御
悪
評
を
申
し
留
め
た
の
だ
か
ら
、
Ｂ
３
相
模
守
殿
こ
そ
私
に
礼
を
な
さ
る
べ
き
だ
） 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
２
悪
評
が
立
つ
の
を
留
め
た
の
だ
か
ら
、
Ｂ
３
礼
な
ら
、
時
頼
が
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
悪
評
が
立
つ
の
を
留
め
た
の
だ
か
ら
、 

 

◇
「
悪
評
を
留
め
た
か
ら
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

「
評
判
・
名
声
」
の
意
が
な
い
「
悪
者
に
し
な
か
っ
た
か
ら
」
な
ど
は
【
１
点
】
。 

 
 

※
要
素
Ｂ
が
【
０
点
】
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 
 

※
「
悪
評
」
同
意
例 

○
悪
い
評
判
・
悪
い
噂 

な
ど 

 
 

※
「
相
模
守
の
・
相
模
殿
の
・
時
頼
の
・
上
の
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
礼
な
ら
、
時
頼
が
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
。 

 

◇
「
礼
は
時
頼
が
す
べ
き
だ
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 

※
「
礼
」
同
意
例 

 

○
謝
礼
・
ほ
う
び
・
褒
賞 

な
ど 

 
 

※
「
時
頼
」
同
意
例 

○
相
模
守
・
相
模
殿
・
相
模
様
・
上
様
・
お
か
み
・
執
権
殿 

な
ど 

 
 
 

要
素
Ａ
に
「
時
頼
・
相
模
守
」
な
ど
が
あ
れ
ば
、
要
素
Ｂ
で
は
「
彼
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 
 

（
礼
を
す
る
主
体
が
時
頼
と
わ
か
れ
ば
よ
い
）
。 

   



 
文
科
（
三
）・
理
科
（
二
） 

  

傍
線
部 
文
科
エ
・
理
科
ウ 

に
対
す
る
「
青
砥
左
衛
門
」
の
反
論
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 

 
 

１
０
ペ
ー
ジ
、
９
〜
１
０
行
目
の
傍
線
部 

文
科
エ
・
理
科
ウ 

の
「
十
文
の
銭
を
求
め
ん
と
て
、
五
十
に
て
続
松
を 

  

買
ふ
。
小
利
大
損
に
て
非あ

ら

ず
や
（
＝
十
文
の
銭
を
探
そ
う
と
し
て
、
五
十
文
で
松
明
を
買
っ
た
の
だ
。
わ
ず
か
な
利
益 

 

の
た
め
に
大
損
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
）」
に
対
す
る
、「
青
砥
左
衛
門
」
の
反
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か 

 

を
説
明
す
る
問
題
。 

  

■
・
文
末
表
現 

「
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
」
の
説
明
と
し
て
成
立
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
文
末
表
現
で
も 

 
 
 
 
 
 
 

よ
し
と
す
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

解
答
の
根
拠
（
１
０
ペ
ー
ジ 

１
１
〜
１
２
行
目
） 

 
 

十
文
の
銭
は
そ
の
時
求
め
ず
は
、
川
の
底
に
し
て
永
く
失
ふ
べ
し
。
続
松
を
買
ひ
つ
る
五
十
の
銭
は
商
人
の
家
に
留
ま 

 

つ
て
失 う

す
べ
か
ら
ず
。
我
が
損
は
商
人
の
利
な
り
。
か
れ
こ
れ
六
十
の
銭
一
つ
も
失
は
ざ
る
は
、
あ
に
所
得

し
よ
う
と
く

に
非
ず
や
。 

 

（
＝
Ａ
１
十
文
の
銭
は
そ
の
時
に
探
さ
な
け
れ
ば
、
川
の
底
に
沈
ん
で
永
久
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
Ｂ
１
松
明 

 

を
買
っ
た
五
十
文
の
銭
は
商
人
の
家
に
留
ま
っ
て
な
く
な
り
は
し
な
い
は
ず
だ
。
私
の
損
は
商
人
の
利
益
な
の
だ
。 

 

Ｃ
３
あ
れ
や
こ
れ
や
と
（
結
局
）
六
十
文
の
銭
を
一
文
も
失
わ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
利
益
で
な
い
こ
と 

 

が
あ
ろ
う
か
） 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
十
文
は
戻
り
、
Ｂ
１
商
人
は
五
十
文
を
得
た
の
だ
か
ら
、
Ｃ
３
全
く
無
駄
に
な
っ
て
い
な
い
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
十
文
は
戻
り
、 

 

◇
「
十
文
は
戻
っ
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
十
文
は
戻
っ
た
」
同
意
例 

○
十
文
の
銭
は
取
り
戻
せ
た
・
十
文
は
見
つ
か
っ
た
・
十
文
は
返
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
十
文
は
無
駄
に
な
ら
ず
・
十
文
を
拾
い 

な
ど 

 
 

※
「
十
文
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 
 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
商
人
は
五
十
文
を
得
た
の
だ
か
ら
、 

 

◇
「
商
人
は
五
十
文
を
得
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
得
た
」
同
意
例 

○
の
も
の
に
な
る
・
利
益
に
な
る
・
も
う
か
る 

 
 

※
「
商
人
」
「
五
十
文
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 
 

要
素
Ｃ
【
３
点
】
全
く
無
駄
に
な
っ
て
い
な
い
。 

 

◇
「
無
駄
で
は
な
い
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 

※
「
無
駄
」
同
意
例 

○
損
失
・
損
・
死
に
銭 

な
ど 

 

◇
「
無
駄
で
は
な
い
」
の
意
が
な
い
が
、
「
有
効
に
使
わ
れ
た
・
民
が
潤
っ
た
・
経
済
に
役
に
立
っ
た
」
な
ど
の
意
が 

 
 

読
み
取
れ
る
場
合
は
【
２
点
】
。 

 



 
文
科
（
四
）・［
文
科
の
み
］ 

  

傍
線
部
オ
と
あ
る
が
、「
相
模
守
」
は
「
青
砥
左
衛
門
」
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
見
な
し
て
こ
の
よ
う
に
し
た
の
か
、
説
明

せ
よ
。 

  

■ 

問
題 

 
 

「
相
模
守
」
は
、「
青
砥
左
衛
門
」
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
見
な
し
て
、「
近
国
の
大

庄

た
い
し
や
う

八
箇
所
自
筆
に
補
任
を
書 

 

き
て
、
青
砥
左
衛
門
に
ぞ
た
う
だ
り
け
る
（
＝
近
国
の
大
き
な
荘
園
八
か
所
に
つ
い
て
自
筆
で
任
命
状
を
書
い
て
、
青 

 

砥
左
衛
門
に
お
与
え
に
な
っ
た
）」（
１
１
ペ
ー
ジ
、
２
行
目
傍
線
部
オ
）
の
よ
う
に
し
た
の
か
、
説
明
す
る
問
題
。 

  

■
・
文
末
表
現 

「
人
物
」
が
望
ま
し
い
が
、「
ど
の
よ
う
な
人
物
か
」
の
説
明
と
し
て
成
立
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
以
外 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
文
末
表
現
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

解
答
の
根
拠
（
１
１
ペ
ー
ジ 

１
〜
２
行
目
） 

 
 

Ｃ
１
政
道
を
直 た

だ

し
く
し
て
、
Ｄ
２
世
を
久
し
く
保
た
ん
と
思
は
ば
、
Ａ
１
心
に
私
な
く
Ｂ
１
理
に
暗
か
ら
ざ
る
青
砥
左
衛 

 

門
を
賞

翫

し
や
う
く
わ
ん

す
べ
し 

（
＝
Ｃ
１
政
道
を
正
し
く
し
て
、
Ｄ
２
治
世
を
永
く
保
と
う
と
思
う
な
ら
、
Ａ
１
心
に
私
欲
が
な 

 

く
Ｂ
１
道
理
に
明
る
い
青
砥
左
衛
門
を
重
く
用
い
よ
） 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
私
欲
な
く
、
Ｂ
１
道
理
に
明
る
く
、
Ｃ
１
政
道
を
正
し
て
、
Ｄ
２
永
く
世
を
保
つ
の
に
役
立
つ
人
物
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 
 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
私
欲
な
く
、 

 

◇
「
私
欲
な
く
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
私
欲
な
く
」
同
意
例 

○
欲
が
な
く
・
私
心
が
な
く
・
公
私
混
同
せ
ず
・
公
平
で 

な
ど 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
道
理
に
明
る
く
、 

 

◇
「
道
理
に
明
る
く
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
道
理
に
明
る
く
」
同
意
例 

○
道
理
を
わ
き
ま
え
た
・
理
屈
を
通
し 

な
ど 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
政
道
を
正
し
て
、 

 

◇
「
政
道
を
正
し
て
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
け
れ
ば
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し
。 

 
 

※
「
政
道
を
正
し
て
」
同
意
例 

○
正
し
く
政
治
を
行
い 

な
ど 

 

要
素
Ｄ
【
２
点
】
永
く
世
を
保
つ
の
に
役
立
つ
人
物
。 

 

◇
「
永
く
世
を
保
つ
の
に
役
立
つ
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

※
「
永
く
世
を
保
つ
の
に
役
立
つ
」 

 
 
 

同
意
例 

○
長
く
世
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
・
世
を
保
つ
の
に
役
立
つ
・
幕
府
の
永
続
の
助
け
と
な
る 

な
ど 

 
 

※
「
永
く
」
の
意
も
「
保
つ
」
の
意
も
な
い
「
政
治
に
役
立
つ
」
な
ど
は
【
１
点
】
。 

 



 
文
科
（
五
）・
理
科
（
三
） 

  

文
科
キ
・
理
科
オ 

と
あ
る
が
、「
青
砥
左
衛
門
」
が
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 

 
 

１
１
ペ
ー
ジ
、
６
行
目
の
傍
線
部 

文
科
キ
・
理
科
オ
「
補
任
を
ぞ
返
し
参
ら
せ
け
る
（
＝
任
命
状
を
返
し
申
し
上
げ 

 

た
）」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
の
か
、
説
明
す
る
問
題
。 

  

■
・
文
末
表
現 

「
考
え
」
が
望
ま
し
い
が
、「
ど
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
の
か
」
の
説
明
と
し
て
成
立
し
て
い
れ
ば
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
以
外
の
文
末
表
現
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
６
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
３
夢
の
お
告
げ
を
理
由
に
Ｂ
３
分
不
相
応
な
恩
賞
を
受
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
考
え
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】
夢
の
お
告
げ
を
理
由
に 

 

◇
「
夢
を
理
由
に
〜
恩
賞
は
も
ら
え
な
い
」
、
ま
た
は
「
夢
は
道
理
か
ら
は
ず
れ
る
・
夢
は
論
理
的
で
な
い
」
の
意
が 

 
 

読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 

※
「
夢
の
お
告
げ
で
」
同
意
例 

○
夢
を
理
由
に
・
夢
の
よ
う
な
根
拠
に
欠
け
る
（
非
論
理
的
な
）
も
の
に
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

 
 

※
「
夢
」
は
あ
る
が
「
夢
か
ら
・
夢
の
ま
ま
」
な
ど
文
意
が
つ
な
が
り
に
く
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
【
２
点
】
。 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
分
不
相
応
な
恩
賞
を
受
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
考
え
。 

 

◇
「
分
不
相
応
な
恩
賞
は
も
ら
え
な
い
・
恩
賞
が
分
不
相
応
だ
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 

※
「
分
不
相
応
」
同
意
例 

○
身
分
不
相
応
・
不
相
応
・
身
に
合
わ
な
い 

な
ど 

 
 

※
「
恩
賞
を
受
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」 

 
 
 

同
意
例 

○
恩
賞
を
も
ら
う
の
は
よ
く
な
い
・
恩
賞
を
受
け
る
の
は
非
合
理
的
だ
・
恩
賞
を
受
け
る
の
は
国
賊
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
恩
賞
を
受
け
る
の
は
反
逆
同
然
だ 

な
ど 

        



漢
文 

     
 

 
 

 
 

 
 

ａ
１ 

 
 

 
 

ｂ
１ 

（
一
） 

ａ 

劉
備
を
好
ん
で
、
曹
操
を
嫌
う
。 

 
 

（
２
点
） 

 
 

 

※
読
み
方
は
「
備
を
喜
び
て
操
を
悪
（
に
く
）
む
」
。 

 
 

ａ 

「
備
を
喜
び
て
」
の
訳
・
・
・
１
点 

 
 

 

※
「
備
」
は
前
書
き
に
「
劉
備
」
と
あ
る
の
で
、「
劉
備
」
と
し
て
ほ
し
い
が
、
「
備
」
の
ま
ま
で
も
可
。 

 
 

 

※
「
喜
び
て
」
は
そ
の
ま
ま
「
喜
ん
で
」
の
も
の
は×

１
点
減
点
。 

〇
「
好
ん
で
」「
好
み
」「
ほ
め
て
」「
ほ
め
」「
評
価
し
て
」
な
ど
〇 

 

 
 

ｂ
「
操
を
悪
む
」
の
訳
・
・
・
１
点 

 
 

 

※
「
操
」
の
ま
ま
で
も
可
。 

 
 

 

※
「
悪
む
」
は
「
憎
む
」
な
ら
〇
。「
悪
む
」
の
ま
ま
は×

１
点
減
点
。 

〇
「
嫌
う
・
嫌
悪
す
る
・
憎
悪
す
る
・
評
価
し
な
い
」
な
ど
〇 

   
 

 
 

ａ
１ 

 
 

 
 

ｂ
１ 

ｂ 

公
平
な
論
評 

で
は
な
い
（
の
で
あ
る
）。 

 
 

（
２
点
） 

 

※
読
み
方
は
「
平
論
に
非
ざ
る
な
り
」。 

ａ 

「
平
論
」
の
訳
・
・
・
１
点 

※
「
平
」
は
「
片
よ
ら
な
い
こ
と
（
＝
公
平
・
平
等
）」
の
意
。「
正
し
い
」
意
で
も
よ
い
。 

※
「
論
」
は
「
論
評
・
諭
説
・
論
調
・
議
論
・
論
じ
方
・
意
見
・
考
え
方
」
な
ど
。 

〇
「
公
平
な
論
評
（
意
見
・
論
じ
方
）・
平
等
な
議
論
（
論
じ
方
）・
正
当
な
意
見
・
正
論
」
な
ど
〇 

 

ｂ
「
に
非
ざ
る
な
り
（
非
ず
）
」
の
訳
・
・
・
１
点 

※
「
～
で
は
な
い
（
の
で
あ
る
）」
が
〇 

※
「
也
」
の
訳
出
は
不
問
。 

 

※
〇
「
不
公
平
な
論
評
で
あ
る
」
の
よ
う
で
も
〇
２
点 

   

rurika
テキストボックス
第３問ー問１



 
 

 
 

２ 
ｃ 
ほ
ん
の
わ
ず
か
（
な
土
地
）
も 

 
 

（
２
点
） 

 
※
読
み
方
は
「
尺
寸
（
せ
き
す
ん
）」。 

〇
「
ほ
ん
の
わ
ず
か
（
な
土
地
）
も
・
ほ
ん
の
少
し
（
の
土
地
も
）・
少
し
た
り
と
も
・
わ
ず
か
な
土
地

も
・
少
し
の
土
地
も
」
〇
２
点 

▲
「
わ
ず
か
も
・
少
し
も
」
▲
１
点 

×

「
非
常
に
小
さ
く
て
も
」×

０
点 

                                           

rurika
テキストボックス
第３問ー問１



（
二
）
７
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ａ
３ 

命
運
尽
き
そ
う
で
あ
っ
た
漢
王
室
を 

 
 

ｂ
１ 

 
 

 
 

 

ｃ
３ 

 
 

 
 

 

ｄ 
存
立
さ
せ
た
の
は 

 

正
義
で
あ
っ
た 

 

と
い
う
こ
と
。 

 

ａ 

「
炎
灰
を
既
塵
に
」
の
説
明
・
・
・
３
点 

〇
３
点
「
命
運
尽
き
そ
う
で
あ
っ
た
漢
王
室
を
・
消
え
入
り
そ
う
な
運
命
に
あ
っ
た
王
子
を
・
今
に
も
倒

れ
そ
う
で
あ
っ
た
漢
王
室
を
・
焼
け
野
原
の
燃
え
残
り
の
よ
う
な
漢
王
室
を
・
戦
乱
の
あ
と
の
焼
け
野
原

の
中
か
ら
漢
王
朝
を
」
〇
３
点 

※
「
炎
灰
・
既
塵
」
に
は
注
が
あ
る
の
で
「
～
の
よ
う
な
漢
王
室
（
天
子
）」
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
そ
の
ま

ま
の
も
の
は×

減
点
３
点
。 

×

「
燃
え
残
り
を
焼
け
野
原
に
・
焼
け
野
原
で
燃
え
残
り
を
」×

 
  

ｂ
「
存
せ
し
む
る
は
」
の
要
素
・
・
・
１
点 

〇
１
点
「
存
立
さ
せ
た
の
は
・
存
続
さ
せ
た
の
は
・
滅
亡
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
・
復
興
さ
せ
た
の
は
」
な

ど
〇
１
点 

 

ｃ
「
本
よ
り
以
て
義
と
為
す
な
り
」
の
要
素
・
・
・
３
点 

〇
３
点
「
正
義
で
あ
っ
た
・
忠
義
で
あ
っ
た
・
忠
義
だ
と
言
え
る
・
義
に
か
な
っ
て
い
た
・
正
し
か
っ

た
・
道
に
か
な
っ
て
い
た
」
な
ど
〇 

 

ｄ 

文
末
の
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
。 

            
 

rurika
テキストボックス
第３問ー問２



 

（
三
）
文
科
の
み 

１
０
点 

  
 

 
 

 

ａ
４ 

曹
操
は
天
子
を
形
だ
け
の
帝
位
に
つ
け
た
の
だ
と
は
い
え
、 

  
 

 
 

 
 

ｂ
６ 

そ
れ
で
も
世
間
が
天
子
を
無
用
の
も
の
と
し
て
棄
て
て
顧
み
な
い
よ
り
は
ま
し

で
あ
っ
た 

  

ｃ 

と
い
う
こ
と
。 

  

ａ 

「
操
天
子
を
し
て
虚
位
を
擁
せ
し
む
る
は
」
の
要
素
・
・
・
４
点 

〇
「
曹
操
は
天
子
を
形
だ
け
の
帝
位
に
つ
け
た
（
の
だ
）
と
は
い
え
・
曹
操
が
献
帝
を
形
だ
け
と
は
い
え

帝
位
に
つ
け
た
の
は
・
曹
操
が
天
子
を
形
だ
け
の
帝
位
に
擁
立
し
た
の
は
・
曹
操
は
天
子
を
傀
儡
に
し
た

と
は
い
え
」
〇
４
点 

▲
主
体
で
あ
る
「
曹
操
は
（
が
）」
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
▲
減
点
２
点
。 

※
「
虚
位
」
に
は
（
注
）
が
あ
る
。 

  

ｂ 

「
猶
ほ
天
下
の
天
子
を
棄
つ
る
こ
と
弁
髦
の
ご
と
き
に
愈
ら
ざ
る
か
」
の
要

素
・
・
・
６
点 

 

※
「
弁
髦
」
に
は
注
が
あ
る
。 

※
「
天
下
」
は
「
天
下
」
の
ま
ま
で
可
。「
世
間
」「
天
下
の
諸
侯
」
な
ど
〇
。
な
い
、
も
し
く
は
間
違
っ

て
い
る
場
合
ｂ
か
ら
▲
減
点
２
点
。 

※
「
天
子
」
も
「
天
子
」
の
ま
ま
で
可
。「
献
帝
」「
皇
帝
」「
漢
王
室
」
な
ど
〇
。
な
い
、
も
し
く
は
間
違

っ
て
い
る
場
合
ｂ
か
ら
▲
減
点
２
点
。 

 

① 

「
無
用
な
も
の
と
し
た
」・
・
・
〇
２
点 

② 

「
棄
て
た
」・
・
・
〇
２
点 

〇
「
棄
つ
る
こ
と
弁
髦
の
ご
と
き
」
は
、
〇
「
無
用
な
も
の
と
し
て
棄
て
て
顧
み
な
い
・
無
用
な
も
の

と
し
て
捨
て
た
・
無
用
な
も
の
と
し
て
無
視
し
た
」
な
ど
〇
４
点
（
①
②
の
要
素
含
む
）。 

▲
単
に
「
弁
髦
の
よ
う
に
扱
っ
た
」
と
し
て
い
る
も
の
は
▲
減
点
２
点 

 

③ 

「
～
よ
り
は
ま
し
で
あ
っ
た
（
の
で
は
な
い
か
）・
よ
り
は
ま
さ
っ
て
い
た
（
の
で
は
な
い
か
）・
～
に

比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
し
で
あ
っ
た
（
の
で
は
な
い
か
）・
～
に
比
べ
れ
ば
評
価
し
て
よ
い
（
の
で
は
な
い

か
）」
〇
２
点 

×

「
愈
ら
ざ
る
か
」
で
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
正
し
く
な
い
も
の
は×

０
点 

  

※
ａ
・
ｂ
の
説
明
が
逆
で
も
可
。 

「
天
下
が
天
子
を
無
用
な
も
の
と
し
て
切
り
捨
て
た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
曹
操
が
形
だ
け
と
は
い
え
漢
王

室
を
存
続
さ
せ
た
の
は
評
価
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
」 

  

ｃ 

文
末
の
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 
  

rurika
テキストボックス
第３問ー問３



 

（
四
）
（
理
科
は
（
三
）） 

７
点 

  
ａ
２ 

劉
備
と
て
、 

  
 

 
 

 
 

ｂ
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｃ 

漢
王
室
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た 

 

と
い
う
こ
と
。 

    

ａ 

「
即
ひ
備
な
ら
と
も
」
の
要
素
・
・
・
２
点 

〇
２
点
「
劉
備
と
て
・
た
と
え
劉
備
で
あ
っ
て
も
・
劉
備
も
ま
た
・
劉
備
も
・
曹
操
、
孫
権
だ
け
で
な
く

劉
備
も
」
２
点 

 

ｂ
「
豈
に
真
に
心
有
ら
ん
や
」
の
要
素
・
・
・
５
点 

① 

「
豈
に
真
に
・
・
・
有
ら
ん
や
」
の
解
釈
・
・
・
２
点 

② 

「
心
」
の
内
容
・
・
・
３
点 

〇
５
点
「
漢
王
室
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
・
漢
を
興
隆
さ
せ
る
気
は
な
か
っ
た
・
漢

王
朝
の
存
続
は
本
意
で
は
な
か
っ
た
・
本
心
か
ら
天
子
に
仕
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
・
真
の
忠
心
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
５
点 

▲
「
自
分
が
王
に
な
り
た
か
っ
た
だ
け
だ
・
自
分
の
利
欲
の
た
め
で
し
か
な
か
っ
た
」
な
ど
▲
２
点 

×

「
真
心
は
な
か
っ
た
・
ど
う
し
て
心
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど×

減
点
５
点 

 

ｃ 

文
末
の
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
。 

  

rurika
テキストボックス
第３問ー問４



1

第
四
問
（
２
０
点
満
点
） 

 
■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 
 問

一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

初
め
て
書
い
た
詩
は 

周
囲
の
評
価
を
得
た
も
の
の
、
図
鑑
の
知
識
を
も
と
に
し
て
お
り
、
自
分
の
中
か
ら
自 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

然
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
不
誠
実
に
思
え
た
か
ら
。 

 
 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
初
め
て
書
い
た
詩
は
」
：
１
点 

 

・
傍
線
部
の
「
あ
の
詩
」
と
い
う
指
示
語
の
内
容
を
説
明
す
る
要
素
。 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
表
現
の
異
同
を
問
わ
ず
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 ■

要
素
Ｂ
「
周
囲
の
評
価
を
得
た
も
の
の
」
：
１
点 

 

・
傍
線
部
直
前
の
逆
接
の
接
続
詞
「
だ
け
ど
」
で
対
比
さ
れ
た
内
容
を
説
明
す
る
要
素
。 

 

・
３
段
落
の
「
そ
の
詩
が
当
時
住
ん
で
い
た
所
沢
市
か
埼
玉
県
か
の
な
に
か
の
賞
を
と
っ
て
、
地
方
自
治
体

の
出
す
広
報
誌
で
活
字
に
な
っ
た
。
一
家
そ
ろ
っ
て
貧
乏
学
生
の
よ
う
な…

…

わ
が
家
の
両
親
は
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
て
、
こ
の
詩
の
思
い
出
も
ず
い
ぶ
ん
と
私
を
甘
や
か
し
て
く
れ
た
」
に
対
応
す
る
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
図
鑑
の
知
識
を
も
と
に
し
て
お
り
」
：
１
点 

 

・
傍
線
部
の
「
も
や
も
や
と
し
た
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
た
」
理
由
①
。 

 

・
傍
線
部
の
「
だ
っ
て
」
と
い
う
理
由
の
接
続
語
が
導
く
内
容
に
対
応
す
る
。 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
表
現
の
異
同
を
問
わ
ず
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
自
分
の
中
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
」
：
１
点 

 

・
傍
線
部
の
「
も
や
も
や
と
し
た
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
た
」
理
由
②
。 

 

・
傍
線
部
の
「
だ
っ
て
」
と
い
う
理
由
の
接
続
語
が
導
く
内
容
に
対
応
す
る
。 

 

・
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

  
 



2

■
要
素
Ｅ
：
「
不
誠
実
に
思
え
た
」
：
１
点 

 
・
傍
線
部
の
「
も
や
も
や
と
し
た
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
た
」
理
由
③
。 

 
・
傍
線
部
の
段
落
（
４
段
落
）
の
最
終
文
に
対
応
す
る
。 

 

・
５
段
落
の
「
漠
然
と
し
た
罪
悪
感
」
は
、
傍
線
部
の
「
も
や
も
や
と
し
た
後
ろ
め
た
さ
」
と
同
義
で
あ
る

た
め
、
「
漠
然
と
し
た
罪
悪
感
を
抱
え
て
い
た
か
ら
」
は
加
点
な
し
。
た
だ
し
、
「
～
は
不
誠
実
だ
と
思

え
、
漠
然
と
し
た
罪
悪
感
を
抱
え
て
い
た
か
ら
。
」
な
ど
の
表
現
は
許
容
す
る
。 

 

・
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
「…

…

た
め
。
」
「…

…

の
で
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切

な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

  
 



4

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

土
の
な
か
に
は
、
地
上
か
ら
は
見
え
な
い
動
物
が
潜
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

過
去
の
記
憶
を
伝
え
る
化
石
ま
で
も
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 
 

■
要
素
Ａ
「
土
の
な
か
に
は
（
～
が
潜
ん
で
い
る
）
」
：
１
点 

 

・
傍
線
部
の
「
土
の
秘
密
」
の
直
接
的
な
言
い
換
え
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
「
土
は
～
を
秘
め
て
い
る
」
「
地
中
に
は
～
が
隠
れ
て
い
る
」
「
土
の
な
か
に
は
～
が
地
上
か
ら
隠
れ
た

ま
ま
保
ち
続
け
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
地
上
か
ら
は
見
え
な
い
動
物
が
潜
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
」
：
２
点 

 

・
空
間
を
超
え
る
「
土
の
秘
密
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
傍
線
部
の
一
文
の
冒
頭
の
「
つ
ま
り
」
で
結
ば
れ
て
い
る
内
容
「
土
の
な
か
に
は
、
土
の
上
に
い
る
だ
け

で
は
見
え
な
い
も
の
が
住
ん
で
い
る
わ
く
わ
く
が
あ
る
と
思
っ
て
た
」
に
対
応
す
る
。 

 

・
「
地
上
か
ら
は
見
え
な
い
動
物
」
は
、
「
春
を
待
つ
動
物
」
「
地
中
に
住
む
生
き
物
」
な
ど
の
表
現
も
可
。

た
だ
し
、
「
土
の
う
え
に
い
る
だ
け
で
は
見
え
な
い
も
の
」
な
ど
の
、
そ
れ
が
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
明

示
し
て
い
な
い
表
現
は
△
１
点
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
現
在
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
過
去
の
記
憶
を
伝
え
る
化
石
ま
で
も
埋
ま
っ
て
い
る
」
２
点 

 

・
時
間
を
超
え
る
「
土
の
秘
密
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
傍
線
部
の
一
文
の
冒
頭
の
「
つ
ま
り
」
で
結
ば
れ
て
い
る
内
容
「
い
ま
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ず
っ
と

昔
の
こ
と
を
知
る
わ
く
わ
く
ま
で
埋
ま
っ
て
る
ん
だ
」
に
対
応
す
る
。 

 

・
「
現
在
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
そ
の
場
所
の
過
去
の
手
が
か
り
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

 

・
た
だ
し
、
土
の
な
か
に
隠
れ
て
存
在
し
て
い
る
も
の
は
「
過
去
そ
の
も
の
」
で
は
な
く
「
過
去
を
知
る
手

が
か
り
（
と
な
る
化
石
）
な
の
で
、
「
過
去
を
秘
め
て
い
る
」
「
過
去
の
状
況
を
隠
し
て
い
る
」
な
ど
の

表
現
は
不
可
。
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…
…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 
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問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

検
閲
の
厳
し
い
ロ
シ
ア
語
圏
で
は
、
公
に
は
活
字
に
で
き
な
い
文
章
を
人
々
の
手
で
書
き
残
し
、
ひ
そ
か
に
共 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

有
す
る
こ
と
で
、
弾
圧
を
か
い
く
ぐ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 
 
 
 
 
 

■
要
素
Ａ
「
検
閲
の
厳
し
い
ロ
シ
ア
語
圏
で
は
」
：
１
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
文
化
弾
圧
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
９
段
落
の
「
と
も
か
く
帝
政
時
代
か
ら
検
閲
の
厳
し
い
ロ
シ
ア
語
圏
で
は
」
に
対
応
す
る
。 

 

・
「
権
力
（
国
家
／
政
府
／
体
制
）
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
言
論
や
表
現
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

 

・
「
ロ
シ
ア
語
圏
」
は
「
帝
政
時
代
」
・
「
ソ
連
時
代
」
・
「
ロ
シ
ア
時
代
」
を
含
む
表
現
。
「
ソ
連
」

「
ロ
シ
ア
」
な
ど
の
限
定
的
す
ぎ
る
表
現
の
場
合
、
加
点
な
し
。 

 
 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
公
に
は
活
字
に
で
き
な
い
文
章
を
人
々
の
手
で
書
き
残
し
、
ひ
そ
か
に
共
有
す
る
こ
と
で
」
：
２

点 
 

・
傍
線
部
の
「
地
下
出
版
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
傍
線
部
の
直
前
の
一
文
の
内
容
（
「
公
に
は
活
字
に
で
き
な
い
も
の
を
ひ
っ
そ
り
と
読
み
継
ぐ
文
化
」
）

に
対
応
す
る
。 

 

・
「
個
々
人
の
努
力
に
よ
っ
て
書
き
残
し
秘
密
裏
に
共
有
す
る
」
な
ど
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と

判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
弾
圧
を
か
い
く
ぐ
っ
て
き
た
」
：
２
点 

 

・
傍
線
部
の
「
文
化
弾
圧
の
壁
」
を
「
超
え
る
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
「
自
由
に
読
め
る
日
が
来
る
ま
で
保
ち
続
け
た
」
「
弾
圧
に
抵
抗
し
て
き
た
」
「
検
閲
を
か
い
く
ぐ
る
」

な
ど
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 
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問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

言
論
が
弾
圧
さ
れ
た
困
難
な
状
況
で
も
、
手
段
を
工
夫
し
て
文
化
的
な
交
流
を
続
け
な
が
ら 

新
し
い
物
語
を 

 
 
 
 
 

Ｄ 

作
り
出
し
、
再
び
自
由
の
訪
れ
る
日
を
待
ち
わ
び
る
思
い
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
言
論
が
弾
圧
さ
れ
た
困
難
な
状
況
で
も
」
：
１
点 

 

・
設
問
文
の
「
「
土
の
な
か
」
の
意
味
を
踏
ま
え
」
と
い
う
要
求
の
答
え
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
１
１
段
落
の
「
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
ロ
シ
ア
は
ふ
た
た
び
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
ま
に
言
論
の
自
由
が

弾
圧
さ
れ…

…

、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
友
人
た
ち
は…

…

冬
ご
も
り
の
動
物
た
ち
の
よ
う
に
じ
っ
と

耐
え
た
り
す
る
し
か
す
べ
の
な
い
日
々
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
、
お
よ
び
１
２
段
落
の
「
私
も
ま
た
、
彼

ら
と
と
も
に
土
の
な
か
に
い
る
よ
う
な
気
持
で
い
る
」
に
対
応
す
る
。 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
手
段
を
工
夫
し
て
文
化
的
な
交
流
を
続
け
な
が
ら
」
：
１
点 

 

・
土
の
な
か
（
困
難
な
状
況
下
）
に
あ
っ
て
も
、
春
（
困
難
か
ら
の
解
放
）
を
ま
ち
わ
び
る
筆
者
の
思
い
の

説
明
に
あ
た
る
要
素
①
。 

 

・
１
３
段
落
の
「
悪
夢
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
文
化
的
な
つ
き
あ
い
は
些
細
な
こ
と
で
も

と
て
も
大
切
だ
、
と
い
う
返
事
を
も
ら
い
、
は
っ
と
し
た
」
、
１
４
段
落
の
「
さ
い
わ
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
発
達
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
ま
だ
地
中
か
ら
で
も
、
手
を
伸
ば
せ
ば
つ
な
ぎ
あ
え
る
」

に
対
応
す
る
。 

 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
新
し
い
物
語
を
作
り
出
し
」
：
１
点 

 

・
土
の
な
か
（
困
難
な
状
況
下
）
に
あ
っ
て
も
、
春
（
困
難
か
ら
の
解
放
）
を
ま
ち
わ
び
る
筆
者
の
思
い
の

説
明
に
あ
た
る
要
素
②
。 

 

・
１
４
段
落
の
「
だ
け
ど
こ
の
土
の
な
か
で
こ
そ
、
新
し
い
物
語
を
あ
た
た
め
よ
う
」
に
対
応
す
る
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
は
広
く
加
点
し
て
よ
い
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
再
び
自
由
の
訪
れ
る
日
を
待
ち
わ
び
る
思
い
」
：
２
点 

 

・
傍
線
部
の
「
あ
あ
、
春
は
ま
だ
か
な
」
と
い
う
詠
嘆
に
こ
め
ら
れ
た
筆
者
の
思
い
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

 

・
「
春
」
と
は
、
「
土
の
な
か
」
か
ら
出
ら
れ
る
日
の
こ
と
。
つ
ま
り
言
論
の
自
由
を
抑
圧
さ
れ
た
現
状
か

ら
の
解
放
。
し
た
が
っ
て
「
再
び
自
由
の
訪
れ
る
日
」
、
「
弾
圧
か
ら
解
放
さ
れ
る
日
」
と
い
っ
た
表
現

が
望
ま
し
い
。
「
春
」
と
い
う
比
喩
を
説
明
す
る
こ
と
な
く
「
春
を
待
望
す
る
思
い
」
な
ど
の
表
現
の
場

合
、
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…

…

思
い
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
た
だ
し
、
「…

…

を
切
望
し
て
い
る
。
」
な

ど
、
「
思
い
」
の
内
実
を
表
す
表
現
は
許
容
す
る
。
「…

…

の
で
。
」
「…

…

こ
と
。
」
な
ど
、
不

適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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